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　本年8月3～10日 の 日程で国際交流委員長 山
崎信也教授引率の元,4年 生2名,5年 生5名,
計7名 で行った慶煕大学での国際交流についての
報告を行った。
　今回の国際交流では慶煕大学附属病院での見学
と講義,イ ンプラント製造工場見学および河東病
院での研修 を行った。臨床研修の他,キ ャンパス
ツアーをはじめ食事会や市内観光で両国学生間の
交流を行った。慶煕大学付属病院と河東病院では
各診療科の臨床研修 と講義 を受けた。学生同士で
光学印象 と光学式齲蝕検知器の相互実習を行った。
インプラン ト製造工場ではインプラン ト体の製造
過程のほか,3Dプ リンタを使用 した治療用器具
の開発現場の見学 と人工骨(オ ステオンⅡ)の臨
床応用についての特別講義を受けた。臨床研修以
外では慶煕大学の学生によるキャンパスツアーや
市内観光 を通 じて韓国の文化 を知ることができた。
　国際交流を通 じて学んだことをまとめる。
　 1つは英語の重要性である。韓国では海外から
治療を受けにくる人が多く,その ときの会話は英
語が中心である。先生方はもちろんのこと慶煕大
学の学生は英語が堪能であった。我々も臨床の場
で,海 外の患者 と接する機会が出てくると思われ
る。そのため英語は重要である。
　 2つ目は最先端技術の臨床応用 と東洋医学の応
用である。3Dプ リンタを使った治療用器具の臨
床応用がすでに始め られている。その一方で針治
療や生薬などの東洋医学 も取 り入れてお り医療の
幅が広い。
　 3つ目は積極的な姿勢である。研修に同行 して
いた慶煕大学の学生から日本での治療法や使って
いる歯科材料など数多 くの質問があった。彼 らは
歯科医療に対する姿勢がとても積極的で我々も見
習うべ き点だと感 じた。
　 日本国内においても他大学へ行って勉強す る機
会は滅多になく,我 々にとって貴重かつ有意義 な
体験 となった。今後の勉学においては国際交流の
経験を活か していく所存である。
